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はじめに
マンボウ属 Molaはフグ目マンボウ科Molidae

に属し，世界中の温帯・熱帯海域に広く分布する

大型魚類である（Sawai et al., 2017）．日本近海に

出現するマンボウ属魚類は，ウシマンボウ Mola 

alexandrini (Ranzani, 1834)とマンボウ Mola mola 

(Linnaeus, 1758)の 2種のみが確認されており，

両種は長い間混同されてきた歴史をもつことか

ら，両種を明確に識別したデータを蓄積すること

が求められている（例えば，澤井，2017）．

このたび，2024年 5月末に三重県尾鷲市沖で

中型のマンボウ属 1個体が漁獲された．本個体の

漁獲動画は X（旧 Twitter）上で 14000件以上リ

ポストされ，複数のマスメディアによっても取り

上げられたことで，インターネット上で大きな話

題となった（例えば，FNNプライムオンライン，

2024；キクチ，2024；名古屋テレビ放送，2024；

兎耳山，2024）．しかしながら，これらマスメディ

アの記事に書かれた情報と本研究で調査して得

られた情報にはいくつか相違があり，また本個体

には個体変異と考えられる形態的特徴が確認さ

れたため，それらについてここで議論・報告する．

材料と方法
本研究で調査したマンボウ属 1個体（Figs. 

1–2）の動画・画像（動画から切り出された写真）

や情報は謝辞に記した情報提供者から得られ，動

画・画像は形態や行動の観察に使用した．本個体

は 2024年 5月 27日に三重県尾鷲市行野浦沖に設

置された定置網（34°03′47.9″N, 136°15′36.7″E）に

よって漁獲されたが，漁船で持ち帰るには大き過

ぎたため海に戻された．本個体は直接計測されて

いないが，動画上に映っていた漁師の左手の横幅

とのスクリーンショット画像上での対比から，全

長 195–200 cmと推定された．本個体の種同定は

Sawai et al. (2017)，澤井（2021a）にしたがった．

本個体の漁獲日の海面水温は，三重県水産研究所

（2014–2024）の漁海況のページにある漁獲現場に

近い「九鬼定置」のデータから引用し，19.7 °C

であった．

結果と考察
種同定と形態観察　本研究で調査したマンボ

ウ属 1個体（Figs. 1–2）は，外部形態からマンボ

ウ属の種同定が可能な体サイズに達しており，下

顎下部がわずかに隆起していること（Fig. 1A太

い矢印），舵鰭縁辺部は半円形で明瞭な波型がな

いこと（Fig. 1B太い矢印），胸鰭より後方の体表

に頭尾方向の盛り上がったシワがないこと（Fig. 

1A黄色の囲み）からウシマンボウと同定された

（Sawai et al., 2017；澤井，2021a）．また，漁獲時

のウシマンボウはマンボウより体表上の白いま

だら模様が明瞭で視認しやすい傾向が示唆され

ていることも本同定を支持する（Figs. 1–2；澤井，

2021a）．

一方，本個体の舵鰭縁辺部の腹側には何らか
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の捕食生物に齧られたような凹みがある（Fig. 1B

破線矢印）．このような形態異常の舵鰭を持つウ

シマンボウは先行研究（例えば，澤井ほか，

2019）でも確認されている．

また，日本近海では記録されていないカクレ

マンボウ Mola tecta Nyegaard et al., 2017は舵鰭中

央部に後延帯（smooth band back-fold）を特徴的

に有しているが（Nyegaard et al., 2017；澤井，

2019），ウシマンボウやマンボウの中にも稀に舵

鰭中央部に後延帯を持つ個体は確認されており

（Nyegaard et al., 2017；Sawai et al., 2017），本個体

の舵鰭中央部にも後延帯が確認された（Fig. 1B

細い矢印）．後延帯を持つウシマンボウやマンボ

ウの個体変異がどの程度の頻度で存在するのかに

ついては，今後調査が必要である．

本個体が舵鰭を左右に動かすと，後延帯を境

界として舵鰭の背側（上半分）と腹側（下半分）

が個別または同時に内側に折れ曲がることが観察

された（Fig. 2）．また，舵鰭を少し波打たせる（ひ

ねる）ような動きも観察された．カクレマンボウ

は後延帯で分割された舵鰭（引用した記事では

flap）の背側と腹側をそれぞれ独立して動かせる

ことが確認されている（Barakett, 2024）．今回，

水の影響がない船上で縄に吊り下げられた状態

で，後延帯で分割されたウシマンボウの舵鰭が背

側と腹側でそれぞれ独立して動くところをおそら

く初めて観察できたことは，マンボウ属の舵鰭が

背鰭の変形した一部と臀鰭の変形した一部で形成

されているという先行研究の結果（例えば，

Nakae and Sasaki, 2006）を鰭の動きの面からも支

持する．

三重県における記録と水温　筆者が知る限り，
三重県におけるウシマンボウの記録は，藤原

（2020）による誤同定を含めて今までに 9個体確

認されており（澤井，2021a；澤井・杉山，2021a, 

b），本個体（Figs. 1–2）が 10個体目となる．こ

れまでに知られている三重県におけるウシマンボ

ウの出現時期は 1–3月と 5月（澤井，2021a；澤井・

杉山，2021b），出現海面水温は 16.4–19.6 °Cであ

る（澤井，2021a）．本個体の出現場所・時期・水

温・体サイズは澤井（2021a）で調査されたウシ

マンボウ個体の結果と非常によく似ていた．三重

県におけるウシマンボウの出現状況を詳細に知る

ためには，今後も情報を蓄積していく必要がある．

マスメディアによる報道との相違　本個体は X

上に投稿された動画が大規模拡散された後，その

反響に興味を持った複数のマスメディアによって

も様々な媒体で報道された．そのうち，筆者が報

道内容を記事として確認できたのは 4社（FNN

プライムオンライン，2024；キクチ，2024；名古

屋テレビ放送，2024；兎耳山，2024）である．こ

れら 4社はすべて『マンボウ』として本個体を報

道したが，本研究の同定結果はウシマンボウで

あった．また，本個体の体サイズについて，FNN

Fig. 1. An individual of Mola alexandrini (195–200 cm estimated 
total length) captured by a set net off Yukunoura (34°03′47.9″N, 
136°15′36.7″E), Owase-shi, Mie Prefecture, Japan, on 27 
May 2024. A: anterior part of body. B: posterior part of body. 
Thick arrows and yellow enclosure: diagnostic characters 
for the species provided by Sawai et al. (2017) and Sawai 
(2021a). Thin arrow: smooth band back-fold. Dashed arrow: 
scar that appears to be bite mark of a predator. Photographs by 
Hashisashoten.

Fig. 2. Folding movement of the clavus of Mola alexandrini 
(same individual as in Fig.1) with the smooth band back-fold 
as boundaries. A: folding of the dorsal side (upper part) of 
the clavus. B: folding of the ventral side (lower part) of the 
clavus. C: folding of both dorsal and ventral sides of the clavus. 
Arrows: folding direction. Photographs by Hashisashoten.
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プライムオンライン（2024）は「推定 3 m」，名

古屋テレビ放送（2024）は「体長 3 mほど」と報

道したが，本研究の調査結果は推定全長 195–200 

cmであった．

全長 2 m前後のウシマンボウは頭部と下顎下

部の隆起が発達途上で目立たないため，マンボウ

科の他種と混同されやすい（澤井，2021a）．また，

ウシマンボウの知名度がマンボウより低いこと

も，『マンボウ』として報道された要因として挙

げられる．一方，マスメディアの使う『マンボウ』

は種（M. mola）を指しているのか，マンボウ型

魚類という意味での総称を指しているのかが不明

瞭であり，混乱が生じる場合がある．マスメディ

アでは一般的に種が不明な場合でも「マンボウ属」

といった専門的となる表記の使用を避けるため，

種と総称を区別する表現方法を考案する必要があ

る．この問題の 1つの解決策として，同じ記事の

中で種の和名と総称を使う場合，種か総称どちら

か一方の呼び名に，括弧などの記号を用いて区別

することを提案する：例えば，『マンボウ』．もし

くは「メダカ」の事例のように（小林・北川，

2020），将来のマンボウ属の分類で種が分かれた

際に，マンボウの標準和名を破棄することが提案

される． 

全長 3 m前後のウシマンボウは頭部と下顎下

部の隆起がよく発達しているため，全長 2 m前後

のウシマンボウと違い外観的にマンボウと識別し

やすい（Sawai and Nyegaard, 2022）．本個体の体

サイズがマスメディアによって「3 m」と報道さ

れたのは，おそらく取材した漁師が目視によって

感覚的に推定した体サイズをそのまま報道に使っ

たからだと思われる．名古屋テレビ放送（2024）

の表記では推定値か実測値か不明瞭であるため，

実測値でない場合は FNNプライムオンライン

（2024）のように「推定」と明記することが推奨

される．マスメディアは世界中から情報を収集で

きる点で非常に有用であるが，マスメディアが報

道したマンボウ属大型個体の全長や体重の数値を

後から調査し直すと実際は計測されていなかった

という事例がこれまでにも多数確認されており

（澤井，2021b；Sawai and Nyegaard, 2022），マス

メディアの情報を学術的なデータとして使用する

場合は科学者側が気を付けて情報の出所まで確認

する必要がある．

そもそもマスメディアの報道は幅広い視聴者・

読者への速報性，話題性，可読性を重視するため，

一般的に情報の正確性は科学者が求めるものより

低くなる（保坂，2004；大石，2009）．またマス

メディアの報道は時間と文字数の制限があるた

め，情報を簡略化した誇張表現になる場合も多く，

それが原因でマスメディアと科学者の間で軋轢が

生じることも少なくない（保坂，2004；大石，

2009）．マスメディアと本研究の間で生じた本個

体の種同定と体サイズの相違にも，双方の情報に

対する捉え方の違いがあらわれているものと考え

られる．マスメディアの情報は未来に残す記録と

しての価値もあり，情報の正確性は高いことが望

ましいが，マスメディアが情報発信する目的や対

象は科学者の求めるものと異なり，両者の相違を

なくすことは難しいと思われるため，情報を利用

する側がその正確性を再検討することを視野に入

れておく必要がある．
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